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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年11月13日(2008.11.13)

【公表番号】特表2008-516069(P2008-516069A)
【公表日】平成20年5月15日(2008.5.15)
【年通号数】公開・登録公報2008-019
【出願番号】特願2007-536729(P2007-536729)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/10     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/09     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/52     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ 101/00    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  23/10    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/09    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/52    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年9月25日(2008.9.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）ポリオレフィン、ポリアミド、ポリエステルおよびこれらの組み合わせからなる
群から選択される熱可塑性ポリマー；
（ｂ）式（Ｉ）：

【化１】

〔式中、Ｍ１およびＭ２は、同一かまたは異なり、若しくはＭ１およびＭ２は結合して単
一の基を形成してよく、独立して、金属カチオンまたは有機カチオンからなる群から選択
され、並びにＲ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、およびＲ１０は
、独立して、水素、Ｃ１～Ｃ９アルキル、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ９アルコキシ、Ｃ１～
Ｃ９アルキレンオキシ、アミン、およびＣ１～Ｃ９アルキルアミン、ハロゲン、フェニル
、アルキルフェニル、およびＣ１～Ｃ９炭素環からなる群から選択される〕
の構造に従う化合物からなる群から選択される第一核剤；および
（ｃ）式（ＩＩ）：
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【化２】

〔式中、
　Ｒは、炭素－から－炭素の結合；チオ硫黄（－－Ｓ－－）；および以下の構造：
【化３】

（式中、Ｒ３およびＲ４は、水素、１～１８個の炭素原子を有するアルキル、およびＲ３

とＲ４が一緒になってシクロアルキレン環の一部となったシクロアルキリデンを含む３～
１２個の炭素原子を有するシクロアルキルからなる群から選択される）
に従うアルキリデン基からなる群から選択され；
　Ｒ１およびＲ２は、それぞれ、水素、１～１８個の炭素原子を有するアルキル、および
３～１２個の炭素原子を有するシクロアルキルからなる群から選択され；
　Ｍは、アルカリ金属原子およびアルカリ土類金属原子からなる群から選択される金属原
子であり；および
　ｎは、金属原子Ｍの価数であって、１～２の範囲にある〕
の構造に従う化合物からなる群から選択される第二核剤
を含んでなる熱可塑性組成物。
【請求項２】
　熱可塑性ポリマーはポリオレフィンである、請求項１に記載の熱可塑性組成物。
【請求項３】
　熱可塑性ポリマーはポリプロピレンである、請求項２に記載の熱可塑性組成物。
【請求項４】
　Ｍ１およびＭ２はそれぞれナトリウムイオンであるか、またはＭ１およびＭ２は共にカ
ルシウムイオンである、請求項１～３のいずれかに記載の熱可塑性組成物。
【請求項５】
　式（Ｉ）のＲ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９およびＲ１０は、
それぞれ水素である、請求項１～４のいずれかに記載の熱可塑性組成物。
【請求項６】
　式（ＩＩ）のＲは、以下の構造：
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【化４】

に従うアルキリデン基である、請求項１～５のいずれかに記載の熱可塑性組成物。
【請求項７】
　式（ＩＩ）のＲ３およびＲ４はそれぞれ水素である、請求項１～６のいずれかに記載の
熱可塑性組成物。
【請求項８】
　式（ＩＩ）のＲ１およびＲ２はそれぞれアルキル基である、請求項１～７のいずれかに
記載の熱可塑性組成物。
【請求項９】
　式（ＩＩ）のＲ１およびＲ２はそれぞれ第三級ブチル基である、請求項１～８のいずれ
かに記載の熱可塑性組成物。
【請求項１０】
　式（ＩＩ）のＭはアルカリ金属であり、式（ＩＩ）のｎは１である、請求項１～９のい
ずれかに記載の熱可塑性組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　図１は、核剤含量の関数としての、熱特性の測定値を示す図である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　図２に、曲げ弾性率の測定結果をグラフ状に記録する。図２は、対照と比較した曲げ弾
性率の差異を示すものである。
　造核試料は全て、対照試料よりも高い曲げ弾性率を有している。しかし、ＮＡ－１１（
登録商標）で造核されたホモポリマーについての値は、その濃度にかかわりなく、Ｈｙｐ
ｅｒｆｏｒｍ　ＨＰＮ－６８（登録商標）で造核された試料についての値よりも著しく高
いことが容易にわかる。さらに、ＮＡ－１１（登録商標）の濃度に連れて曲げ弾性率が著
しく増加しているが、Ｈｙｐｅｒｆｏｒｍ　ＨＰＮ－６８（登録商標）で造核された試料
ではそうではない。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　Ｈｙｐｅｒｆｏｒｍ（登録商標）ＨＰＮ－６８とＮＡ－１１（登録商標）の混合物で造
核されたホモポリマーポリプロピレンは、驚くべきことであって予想外に、ポリマー中で
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、いくつもの有利な特性を示す。これらの特性には以下の肯定的な特性が含まれ得るが、
これらに限定されない。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６４】
実施例１（ハイパーフォームＨＰＮ－６８：ＮＡ－１１＝５００：５００）
　２００ｇのポリプロピレンホモポリマーフラッフ（ｆｌｕｆｆ）混合物へ、５．０ｇの
ハイパーフォーム濃縮物Ｈｉ５－５［Ｈｉ５－５は、５％濃縮物形態のハイパーフォーム
（登録商標）ＨＰＮ－６８（登録商標）であって、Ｍｉｌｌｉｋｅｎ　ａｎｄ　Ｃｏｍｐ
ａｎｙ（スパータンバーグ、サウスカロライナ、米国）の製品でもある］；０．２５ｇの
ＮＡ－１１（登録商標）（２，２’－メチレン－ビス（４，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフ
ェニル）リン酸ナトリウム）および標準安定剤パッケージ（０．７５ｇのＩｒｇａｎｏｘ
（登録商標）Ｂ－２１５および０．４０ｇのステアリン酸カルシウム）を添加した。この
混合物へ、充分なポリプロピレンホモポリマーフラッフを添加して全重量を５００ｇとし
た。リボンブレンダーによって少なくとも５分間、得られた混合物を物理的にブレンドし
た。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７８】
　本件検討は、単なる典型的な実施形態を記述したものであって、本発明のより広い実施
形態を限定することを意図しない（より広い実施形態は典型的な解釈において具体化され
る）と、当該技術分野における熟練者によって理解される。本発明は、添付の特許請求の
範囲に実例によって示される。
　本発明の好適な実施態様には、以下のものが含まれる。
〔１〕　１種より多い核剤を含んでなる熱可塑性ポリマー組成物であって、該組成物は、
熱可塑性ポリマー、および、
　（ａ）カルボン酸塩化合物の第一核剤と、
　（ｂ）リン酸塩含有塩化合物の第二核剤と
を含んでなる、組成物。
〔２〕　前記第一核剤は、式（Ｉ）
【化１】

〔式中、Ｍ１およびＭ２は、同一かまたは異なり、若しくはＭ１およびＭ２は結合して単
一の基を形成してよく、独立して、金属カチオンまたは有機カチオンからなる群から選択
され、並びにＲ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、およびＲ１０は
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、独立して、水素、Ｃ１～Ｃ９アルキル、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ９アルコキシ、Ｃ１～
Ｃ９アルキレンオキシ、アミン、およびＣ１～Ｃ９アルキルアミン、ハロゲン、フェニル
、アルキルフェニル、およびＣ１～Ｃ９炭素環からなる群から選択される〕
の構造に従う群から選択される、上記〔１〕に記載の組成物。
〔３〕　前記金属カチオンまたは有機カチオンは、Ｉ属およびＩＩ属金属イオンからなる
群から選択される金属カチオンである、上記〔２〕に記載の組成物。
〔４〕　前記金属カチオンまたは有機カチオンは、ナトリウム、カリウム、カルシウム、
リチウム、ルビジウム、バリウム、マグネシウム、およびストロンチウム、銀、亜鉛、ア
ルミニウムからなる群から選択される、上記〔３〕に記載の組成物。
〔５〕　前記金属カチオンまたは有機カチオンは、ナトリウムまたはカルシウムを含む、
上記〔４〕に記載の組成物。
〔６〕　上記〔１〕に記載の組成物を含む熱可塑性樹脂物品。
〔７〕　上記〔２〕に記載の組成物を含む熱可塑性樹脂物品。
〔８〕　上記〔３〕に記載の組成物を含む熱可塑性樹脂物品。
〔９〕　上記〔４〕に記載の組成物を含む熱可塑性樹脂物品。
〔１０〕　上記〔５〕に記載の組成物を含む熱可塑性樹脂物品。
〔１１〕　前記熱可塑性ポリマーはポリプロピレンを含んでなる、上記〔６〕に記載の物
品。
〔１２〕　前記熱可塑性樹脂物品はポリプロピレンを含んでなる、上記〔７〕に記載の物
品。
〔１３〕　前記熱可塑性樹脂物品はポリプロピレンを含んでなる、上記〔８〕に記載の物
品。
〔１４〕　前記熱可塑性樹脂物品はポリプロピレンを含んでなる、上記〔９〕に記載の物
品。
〔１５〕　前記熱可塑性樹脂物品はポリプロピレンを含んでなる、上記〔１０〕に記載の
物品。
〔１６〕　熱可塑性樹脂用の１種より多い核剤の配合物を含む配合造核または透明化組成
物であって、該配合物は、少なくとも下記：
　（ａ）カルボン酸塩化合物の第一核剤（該第一核剤は、式（Ｉ）
【化２】

〔式中、Ｍ１およびＭ２は、同一かまたは異なり、若しくはＭ１およびＭ２は結合して単
一の基を形成してよく、独立して、金属カチオンまたは有機カチオンからなる群から選択
され、並びにＲ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８、Ｒ９、およびＲ１０は
、独立して、水素、Ｃ１～Ｃ９アルキル、ヒドロキシル、Ｃ１～Ｃ９アルコキシ、Ｃ１～
Ｃ９アルキレンオキシ、アミン、およびＣ１～Ｃ９アルキルアミン、ハロゲン、フェニル
、アルキルフェニル、およびＣ１～Ｃ９炭素環からなる群から選択される〕
の構造に従う群から選択される）；および
　（ｂ）ビス－リン酸フェノールの第二核剤と
を含む、組成物。
〔１７〕　前記ビス－リン酸フェノールは、式：
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【化３】

〔式中、
　Ｒは、炭素－から－炭素の結合；チオ硫黄－－Ｓ－－；およびアルキリデン
【化４】

（式中、Ｒ３およびＲ４は、水素、１～約１８個の炭素原子を有するアルキル、およびＲ

３とＲ４が一緒になってシクロアルキレン環の一部となったシクロアルキリデンを含む３
～約１２個の炭素原子を有するシクロアルキルからなる群から選択される）からなる群か
ら選択され；
　Ｒ１およびＲ２は、それぞれ、水素、約１～約１８個の炭素原子を有するアルキル；お
よび約３～１２個の炭素原子を有するシクロアルキルからなる群から選択され；
　Ｍは、アルカリ金属原子およびアルカリ土類金属原子からなる群から選択される金属原
子であり；および
　ｎは、金属原子Ｍの価数であって１～２の範囲にある〕
を含む、上記〔１６〕に記載の組成物。
〔１８〕　Ｒは、アルキリデン

【化５】

であって、上記のＲ１とＲ２はいずれもアルキルである、上記〔１７〕に記載のビス－リ
ン酸フェノール。
〔１９〕　Ｒはチオ硫黄－－Ｓ－－であって、Ｒ１とＲ２はいずれもアルキルである、上
記〔１７〕に記載のビス－リン酸フェノール。
〔２０〕　Ｒは炭素－から－炭素の結合であり、Ｒ１とＲ２はいずれもアルキルである、
上記〔１７〕に記載のビス－リン酸フェノール。
〔２１〕　Ｒはシクロアルキリデンであり、Ｒ１とＲ２いずれもアルキルである、上記〔
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１７〕に記載のビス－リン酸フェノール。
〔２２〕　Ｒ１とＲ２はそれぞれｔ－アルキルであり、Ｒはアルキリデンを含む、上記〔
１７〕に記載のビス－リン酸フェノール。
〔２３〕　Ｒは炭素－から－炭素の結合である、上記〔１７〕に記載のビス－リン酸フェ
ノール。
〔２４〕　Ｒはチオ硫黄－－Ｓ－－である、上記〔１７〕に記載のビス－リン酸フェノー
ル。
〔２５〕　１種より多い核剤の配合物を含む熱可塑性樹脂用の配合造核または透明化組成
物であって、該配合物は、少なくとも下記：
　（ａ）カルボン酸塩化合物の第一核剤；および
　（ｂ）リン酸塩含有塩化合物の第二核剤を含み；
　（ｃ）さらに、該第一核剤および該第二核剤は、該熱可塑性樹脂中に所定比率で供給さ
れている、組成物。
〔２６〕　（ａ）：（ｂ）の前記比率は約１：１０を包含する、上記〔２５〕に記載の組
成物。
〔２７〕　（ａ）：（ｂ）の前記比率は約１：５を包含する、上記〔２５〕に記載の組成
物。
〔２８〕　（ａ）：（ｂ）の前記比率は約１：３を包含する、上記〔２５〕に記載の組成
物。
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